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　令和４年12月より建設を進
めてまいりました新本庁舎が
完成し、令和７年１月に開庁
することとなりました。市民
の皆様をはじめ、関係各位の
ご理解とご協力の賜物と深く
感謝申し上げます。
　これまでの本庁舎は、本館が昭和40年、新館が昭和
57年に建設された建物であることから、耐震性の不足、
老朽化など、様々な課題がありました。
　新本庁舎は、地震発生時に最も揺れを抑えることの
できる免震構造を採用し、水害時の浸水に耐えられる
ように盛土を施し、停電などのライフライン遮断時に
おいても業務を継続できる設備配置により自立性を確
保するなど、防災拠点としての機能を維持できる庁舎
となっております。
　利用頻度の高い窓口を１、２階に集約するとともに、
窓口をＶ字に配することで、見通しが良く訪れる人が
迷わない窓口の配置としたほか、「おもいやりトイレ」
や「すこやかベビールーム」、点字ブロックの設置など、
バリアフリーにも配慮し、桐生のまちづくりの核とな
るよう誰もが訪れやすい庁舎としました。
　また、庁舎整備事業につきましては、財源的に有利
な合併特例債及び緊急防災・減災事業債を活用し、市の
財政負担が少なく、庁舎整備をすることができました。
　新本庁舎に移転後も、引き続き「共感」「共創」が
実感できるまちづくりを進め、真の公民連携による
「みんなでガンバルまち桐生」の実現を市民の皆様とと
もに目指してまいります。

　　　　　　　　　　　　このたび新本庁舎が晴れて
　　　　　　　　　　　完成の運びとなりましたこと
　　　　　　　　　　　を、市議会を代表し、心より
　　　　　　　　　　　お喜び申し上げます。
　　　　　　　　　　　　新本庁舎は、全フロア見通
　　　　　　　　　　　しの良い開放的な４層一体空
　　　　　　　　　　　間で、最上階に設置されたノ
コギリ屋根からは、自然光が優しく降りそそぐつくり
となっております。
　建設にあたりましては、公共施設のあり方等調査特
別委員会において要望書を提出するなど、市議会とい
たしましても、日頃、市民の皆様より拝聴している貴
重なご意見を基に、利便性や安全面、財政面、環境面
など様々な視点から提言を行ってまいりました。この
新本庁舎が、行政サービスの拠点として、また防災拠
点としても、その機能を十二分に発揮されるものと期
待しております。
　議会エリアは４階となりますが、新議場には、本会
議の様子や説明資料等を映し出すモニターを設置し、
車椅子用の傍聴スペースも設けました。今後も、より
一層、市民の皆様にわかりやすい、開かれた議会とな
るよう、議員一丸となって取り組んでまいります。
　この新本庁舎が市民の皆様から末永く愛される施設
となりますよう、ご祈念いたします。
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　　　本庁舎は、繊維産業が盛んな
　　　「織都」桐生を象徴する「糸巻」
のような形態が特徴的な六角型の庁
舎です。
　「まゆ」をイメージした美喜仁桐生
文化会館と対をなし、桐生のまちづ
くりの核をつくります。

まゆと糸巻

　地震の揺れを最も抑えることの
できる免震構造を採用し、大規模
地震発生時にも防災拠点としての
機能を維持します。

桐生らしい庁舎

新

　　　本庁舎の軒や内装・
　　　家具の随所に桐生市
産のスギ材を採用していま
す。また、敷地内で伐採さ
れたクスノキは議場の氏名
標やドアハンドルに再利用
しています。

　吹き抜けを利用したエコボイドによる自然採光と自然換気が省エネ性能を高め、ＳＤＧｓ
に貢献するとともに、環境配慮型官庁施設として、ZEB readyとCASBEE認証を取得しま
した。また、上階に電気室や非常用発電機室を設置することで、災害時の自立性を高め、
防災拠点となります。

桐生市産木材

新 　　　本庁舎の家具やサイ
　　　ンには市内で生産さ
れた織物生地を活用してい
ます。また、各所にちりば
められた種々の桐生織を巡
ることで、桐生の織物産業
の多様性を感じられます。

桐生織

新

新
本
庁
舎
の
特
徴

自然採光・自然換気により
電力途絶時の業務継続性を強化

北向きのノコギリ屋根による
安定した自然採光
エコボイドを活用した自然換気

最上階に非常用発電機・
受水槽等を設置

無天井化による安全確保

太陽光パネルと蓄電池

庁舎を水没させない
盛土計画

大地震時の揺れを大幅に
低減する免震構造
非常用汚水貯留槽・雨水貯留槽の設置

想定最大浸水高さ(＋3.0m)

現状地盤面

駐車場
エコボイド

電気室

執務スペース

災害対策本部

議場

免震構造

　新本庁舎の１階床レベルを想定
最大規模の浸水深よりも高く設定
しています。また、電気室や非常
用発電機室を最上階に設置し、水
害時の自立性を高めています。

盛　土

　地震や水害などの災害時にも業
務が継続できる新本庁舎には、災
害時に災害対策本部となる高機能
会議室を設置しています。

災害対策本部

安全・安心
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水道局

水
　
道
　
局

女子トイレ

おもいやりトイレ

総務課

水道お客様
センター 工務課 下水道課

第3
会議室

第1会議室

出入口

第2
会議室

※おもいやり駐車場（1台分）

美
原
通
り 桐生市立中央中学校

体育館

昭和公民館

P

桐生市水道局

群馬県立桐生高等学校

来庁者
出入口

出入口

出口専用

料金担当
給水担当

水道お客様センター 

総務課
工務課

32-4314
32-4318
32-4352

工務係
給水維持係

32-4329
32-4339

・直通電話番号一覧

下水道課
業務係
工務係
維持係

32-4347
32-4348
32-4349

男子トイレ
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駐車場案内

教育委員会・水道局も移転します
令和 7年 1月 6日（月）業務開始

〒376－0025　桐生市美原町2番5号（旧昭和小学校）住　　所
0277－32－4352（代表）電話番号

※市外局番省略



来庁
者

出入
口

桐生第一
高等学校

公衆トイレ

山手通
り

桐生市教育センター

教育支援センター

P

P

大川美術館

教
育
委
員
会

2F

3F

文化財保護課

教育センター

教育
総務課

会議室

女子トイレ 階段

おもいやりトイレ

エレベーター

学校
教育課

教育
環境課

生涯
学習課

ベビーケアルーム

※おもいやり駐車場（4台分）

〒376－0043　桐生市小曾根町3番30号（旧西中学校）住　　所
0277－46－6399（代表）電話番号

庶務係
施設管理係

総務課
46-6030
46-6035

学事係
教職員係
指導係

46-6181
46-6213
46-6241

教育支援係
保健体育係
教育未来係

46-6408
46-6423
46-6427

・直通電話番号一覧

学校教育課

教育環境課

社会教育係 46-6465
生涯学習課

文化財保護係
埋蔵文化財係

46-6467
46-6468

文化財保護課

代表番号
相談電話

46-6314
46-6327

教育支援センター
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駐車場案内

男子トイレ

※市外局番省略



◆概算事業費
実質的な市の将来負担額は約32億5,000万円
合併特例債、緊急防災・減災事業債の活用により

項　　　　　目

合　計

金　　額
新本庁舎
水道局
教育センター

※令和6年10月末時点における概算事業費

約101億6,000万円
約3億3,000万円
約17億5,000万円
約122億4,000万円

◆財　源
区　　　　　分

合　計

金　　額
地方債（合併特例債）
地方債（緊急防災・減災事業債）
庁舎整備基金等
まちづくり基金

約107億6,000万円
約8,000万円

約12億5,000万円
約1億5,000万円

約122億4,000万円

◆財政負担の内訳（利子分は除く）
区　　　　　分

合　計

金　　額
庁舎整備基金等
まちづくり基金
交付税措置（起債額の70％相当）
市の将来負担（起債額の30％相当）

約12億5,000万円
約1億5,000万円
約75億9,000万円
約32億5,000万円
約122億4,000万円

新本庁舎整備の経緯

不要什器の
即売会を
実施します

平成31年３月
令和２年 6 月
令和３年４月30日 
令和３年８月２日
令和４年 6 月23日
令和４年 6 月30日
令和４年12月22日
令和４年12月28日
令和 6年11月29日
令和 6年12月22日
令和 6年12月
令和 7年 1 月 6日
令和 7年 5 月
令和 7年 6 月
令和 7年 9 月
令和 8年 3 月　　

庁舎整備基本方針策定
庁舎整備基本方針改訂
庁舎建設基本計画策定
庁舎建設基本設計完了
議事堂等解体工事着工
庁舎建設実施設計完了
新本庁舎建設工事着工
議事堂等解体工事竣工
新本庁舎建設工事竣工
新本庁舎建設工事落成記念式典・内覧会
旧本庁舎解体工事着工予定
開庁
新本庁舎エントランス庇設置工事着工予定
新本庁舎外構工事着工予定
旧本庁舎解体工事竣工予定
新本庁舎エントランス庇設置工事・
新本庁舎外構工事竣工予定
（新本庁舎整備完了）

　新本庁舎移転に伴い、不要となる事務机・椅子などの什器の即売会を実施します。
事前の申し込みは不要ですので、当日直接会場にお越しください。

１月13日㈷期　　日

12月22日㈰期　　日

午後１時30分～午後４時30分※最終入館は午後４時まで時　　間

桐生市役所新本庁舎（桐生市織姫町１番１号）場　　所

どなたでも参加可能ですので、直接会場にお越しください。参加方法

午前９時～午後４時時　　間

旧本庁舎１階場　　所 桐生市民、桐生市内に事業所を有する事業者対　　象

事務机、事務椅子、キャビネットなど販売物品

物品１つにつき一律500円　※現金のみ料　　金

総務課庁舎建設準備室問い合せ

１月13日㈷  午後 5時まで搬出期限

⑴積み込み、運搬はご自身でお願いします。台車等の貸出しは行いません。
⑵積み込み、運搬によるケガや事故、その他場内でのトラブルなどについては、責任を負いかねますのでご了承ください。
⑶過積載は行わず、交通法規等は守ってください。
⑷販売や転売目的による持ち出しは禁止します。
⑸中古品のため不具合があるかもしれません。物品の引渡し後に発生した故障などについては、責任を負いかねますのでご了承ください。
⑹注意事項を確認の上、モラルとマナーを守ってお持ち帰りください。

注意事項

地中障害による工期の延伸

　新本庁舎建設工事において、想定を超える地中障
害（転石や地下水）によって約１か月の工程の遅れ
が生じましたが、当初の予定どおり令和7年1月6日
に新本庁舎での開庁を迎えます。
　市民の皆様のご理解 ・ご協力に感謝申し上げます。

総合評価落札方式による地域貢献

　新本庁舎建設工事では、総合評価落札方式を導入し、技術
提案に関する評価を行った結果、落札者から約43億5千万円
の地域経済貢献に関する提案がなされました。
　令和6年6月末時点における市内事業者への発注金額の合計
は、約40億9千万円となっており、総合評価落札方式の導入
により地域経済への貢献がなされています。

桐生市役所
新本庁舎の内覧会を

行います
特別会議室（災害対策本部）や議場などもご覧いただけます。
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